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青葉区の概要

（　） は宮城総合支所管内で再掲

平成 21 年２月１日現在
（町内会数は平成20年6月1日現在）

回　

覧

青葉区民まつり青葉区民まつり（平（平成２成２００年年１１1月1月33日日開催）開催）

町内会長研修会町内会長研修会（平（平成２成２００年年１１1月1月1212日日開催）開催） 作並湯の駅 ラ サンタ作並湯の駅 ラ サンタ（平成２（平成２０年０年１１０月０月119日9日オープン）オープン）

宮城地区まつり宮城地区まつり（平（平成２成２００年年１１０月０月２２６日６日開催）開催）

 町　内　会　数　512 （73）
うち区連協加入　489 （69）

面積 （km2） 
人口 （人）
男 （人）
女 （人）

世帯数（戸） 

301
284,022
136,282
147,740
138,757

（      260）
（66,455）
（31,871）
（34,584）
（23,168）
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中
で
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
政
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

昨
年
三
月
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
全
庁
的
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
多
様

化
す
る
と
と
も
に
困
難
度
も
増
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
行
政
の
役
割
も
増
大
し
て
い
る
今
、
地
域
の
皆
様
と
課
題
を

共
有
し
、
協
働
し
て
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

青
葉
区
役
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
に
密
着
し
た
窓
口
と
し

て
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
施
策
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
の
元
気
が
あ
っ
て
こ
そ
都
市
の
持
続
的
発
展
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
ま

し
て
、
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今

後
と
も
、
市
政
、
区
政
へ
の
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
の

皆
様
に
は
、
市
政
並
び
に
青
葉
区
政

の
各
般
に
わ
た
り
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
発
展
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
日
夜
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
様
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
四
月
一
日
、
本
市
は
市
制
施
行
百
二
十
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
近
い
将
来
に
は
本
市
で
も
人
口
減
少
期
に
突
入
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
将
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、
活
力
あ
る
都

市
の
実
現
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
葉
区
長  
瀬　

戸　

和　

良

　

市
政
功
労
者
の
表
彰

　
　
　
　
　
　

＝
市
政
施
行
百
十
九
周
年
記
念
式
＝

　
　
　

市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
が
、

　
　

七
月
七
日
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
青
葉
区

　
　

連
協
か
ら
は
、畑
強
氏（
広
瀬
地
区
連
合
町
内
会
長
）が
、　

　
　

町
内
会
関
係
で
は
、鶴
戸
満
雄
氏（
米
ヶ
袋
町
内
会
長
）

　
　

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

　

町
内
会
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
の
表
彰
式

が
、十
一
月
十
七
日
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

■　

町
内
会
長
特
別
表
彰

　

泉
成
信（
北
仙
台
地
区
・
大
山
団
地
町
内
会
）

　

常
陸
角
治（
国
見
地
区
・
菊
田
町
内
会
）

■　

町
内
会
長
勤
続　

年
表
彰

２０

　

堀
江
昭（
上
杉
地
区
・
錦
町
チ
サ
ン
町
内
会
）

　

小
岩
勝
郎（
荒
巻
地
区
・
清
山
苑
荒
巻
ハ
イ
ツ
町
内
会
）

■　

町
内
会
長　

年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

１０

　

�
橋
武
雄（
上
杉
地
区
・
北
な
ご
む
町
内
会
）

　

遠
藤
榮
一（
荒
巻
地
区
・
葉
山
町
内
会
）

　

我
妻
壽
雄（
中
山
地
区
・
中
山
中
央
町
内
会
）

　

大
越
芳
春（
通
町
地
区
・
北
八
わ
か
ば
町
内
会
）

　

�
砂
総
治（
八
幡
地
区
・
澱
町
む
つ
み
会
）

　

�
橋
信
夫（
落
合
栗
生
地
区
・
落
合
東
町
内
会
）

　

庄
子
幸
一（
落
合
栗
生
地
区
・
栗
生
五
丁
目
町
内
会
）

■　

町
内
会
長
勤
続　

年
表
彰

１０

　

鶴
戸
満
雄（
片
平
地
区
・
米
ヶ
袋
町
内
会
）

　

菅
井
昇（
台
原
北
部
地
区
・
住
善
会
）

　

須
藤
好
敏（
木
町
通
地
区
・
春
日
町
会
）

　

原
田
昭
男（
国
見
地
区
・
国
見
六
丁
目
パ
ー
ク
町
内
会
）

■　

町
内
会
役
員
特
別
表
彰

　

貝
沼
邦
夫（
中
江
地
区
・
西
中
江
町
内
会
）

　

栗
林
和
男（
小
松
島
地
区
・
新
堤
町
内
会
）

■　

町
内
会
役
員
勤
続　

年
表
彰

１０

　
　

受
賞
者　
　

八
十
二
名

■　

町
内
会
長
５
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰
（
区
長
表
彰
）

　
　

受
賞
者　
　

六
名
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地
域
で
災
害
時
の
支
援
体
制
の
確
立

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会

会　
  
長  
武　

田　

蔦　

夫

　

昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
に
発

生
し
た
、
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
三
十

余
年
、
こ
れ
ま
で
の
発
生
間
隔
か
ら

み
て
も
、
か
な
り
高
い
確
率
で
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
、
大
規
模
地
震
災
害
が
起
き
る
可
能
性
の
あ

る
時
期
に
あ
り
ま
す
。

　

仙
台
市
は
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
、
避
難
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
自
力
で
避
難
が
出

来
な
い
人
々
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
で
備
え
る
災
害
時
要
援
護

者
支
援
の
手
引
き
を
作
成
し
、
地
域
の
取
り
組
み
を
基
に
支
援
体

制
を
つ
く
り
、
町
内
会（
自
主
防
災
組
織
）・
民
生
委
員
・
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
連
携
を
密
に
し
、
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
く

仕
組
み
作
り
を
、
民
生
委
員
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

他
の
都
市
で
は
窓
口
で
要
支
援
の
希
望
を
す
る
人

は
、
申
請
書
を
市
役
所
に
提
出
、
そ
の
情
報
に
基
づ

い
て
、市
で
名
簿
を
作
成
し
、地
域
で
支
援
に
あ
た
る

夫
々
の
組
織
に
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
大
災
害
時
に
は
、
今
ま
で
の
事
例
に
も
あ
る

よ
う
に
、
町
内
の
お
互
い
同
士
で
助
け
合
う
こ
と
で
、
命
が
守
ら

れ
る
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
管
理
が
必
要
な
時
期
こ
そ
、
町
内
運
動
の
原

点
で
あ
る
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
る
、
互

助
精
神
と
連
帯
意
識
の
高
揚
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

大
災
害
時
に
は
自
分
た
ち
の
力
で
身
の
安
全
を
確
保
す
る
と
同

時
に
、
町
内
会
を
始
め
夫
々
の
組
織
の
全
力
を
挙
げ
て
、
一
人
の

犠
牲
者
も
出
さ
な
い
よ
う
な
支
援
体
制
の
確
立
を
念
願
し
ま
す
。

　

区
連
協
と
し
て
は
会
員
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
戴
き
な
が
ら
、
青

葉
区
政
と
の
友
好
な
関
係
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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てててててててててて
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新
連
合
町
内
会
の
発
足
に
向
け
て

　

宮
城
県
沖
地
震
か
ら
三
十
年
が
経
ち
、
恐
怖
の
再
来
に
か
な
り
の
人
達

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
宮
城
県
沖
地
震

は
一
七
九
三
年
以
降
現
在
ま
で
二
百
年
間
余
り
に
六
回
発
生
し
、
そ
の
発

生
間
隔
は
短
く
て
２
６
・
３
年
か
ら
長
く
て
４
２
・
４
年
、
平
均
す
る
と

３
７
・
１
年
で
、
今
後
三
十
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は　

％
と
の
こ
と

９９

だ
。
数
字
を
見
る
と
、
緊
迫
感
が
迫
っ
て
く
る
。

　

さ
て
、
立
町
地
区
で
は
平
成
十
九
年
十
一
月
に
西
公
園
を
会
場
と
し
て
、

青
葉
消
防
署
片
平
出
張
所
の
指
導
の
も
と
、
立
町
小
学
校
、
第
二
中
学
校

を
含
め
た
地
域
全
体
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
平
成
二

十
年
六
月
十
二
日
の
「
市
民
防
災
の
日
」
に
は
、
立
町
小
学
校
と
国
際
セ

ン
タ
ー
西
側
広
場
の
二
つ
の
会
場
で
仙
台
市
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ

た
。
仙
台
市
主
催
の
訓
練
で
、
青
葉
区
が
重
点
地
区
で
あ
っ
た
た
め
、
大

規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

仙
台
市
や
青
葉
区
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
療
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
と
確
保
の
た
め
の
各
組
織
や
企
業
、
そ
し
て
町
内
会
や
立
町

地
区
関
係
団
体
、
小
・
中
学
校
、
大
学
な
ど
の
学
校
関
係
、
地
元
消
防
団

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
多
彩
な
団
体
が
参
加
し
た
。
訓
練
内
容
も
応
急

手
当
、
救
出
や
搬
送
、
炊
き
出
し
、
消
火
、
通
信
な
ど
の
基
本
的
な
訓
練

は
も
と
よ
り
、
変
り
種
と
し
て
は
遺
体
検
視
や
安
置
の
訓
練
な
ど
が
あ
り
、

肌
理
の
細
か
い
も
の
だ
っ
た
。
特
に
目
立
っ
た
も
の
に
外
国
語
サ
ー
ビ
ス

で
外
国
人
被
災
者
へ
の
安
否
確
認

や
情
報
提
供
が
あ
り
、
仙
台
の
国

際
化
を
目
の
当
た
り
に
し
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

立
町
地
区
全
体
と
し
て
の
二
年

連
続
の
防
災
訓
練
は
貴
重
な
体
験

で
あ
り
関
係
機
関
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
そ
し
て
個
人
へ
帰
す
る

問
題
で
す
が
、
住
宅
の
耐
震
化
や

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
の
対
策
と
共
に
、
近
隣
と
の
情

報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

作
り
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
肝

要
で
あ
ろ
う
。

立
町
地
区
に
お
け
る
防
災
訓
練

立
町
地
区
町
内
会
連
合
会　

会
長  
菅
原　

甚
左
衛
門

町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内
会会会会会会会会会会
会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会

町
内
会
会
員
研
修
会

　

十
二
月
二
日
、
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
五
階
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
内
会
の
会
員
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
険
年
金
課
長
を
講
師
に

「
仙
台
市
の
国
保
の
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
九
十
八
名
の
会
員

は
、
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
で
、
講
師
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合
町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
移移移移移移移移移移
動動動動動動動動動動
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

　

十
月
三
十
日
、
宮
城
総
合
支
所
に
お
い
て
、
連
合

町
内
会
長
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
十
名
の
連
合
町
内
会
長
が
参
加
の
下
、
宮
城
県

環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
の
興
松
（
お
き
ま
つ
）
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
地
球
温
暖
化
〜
か
け
が
え
の
な
い
美

し
い
地
球
を
守
ろ
う
」
と
題
し
て
研
修
し
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新
任任任任任任任任任任
町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会

新
任
町
内
会
長
研
修
会

　

六
月
二
十
三
日
、
青
葉
区
役
所
に
お
い
て
、
新
し

く
町
内
会
長
に
就
任
さ
れ
た
方
々
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
任
町
内
会
長
百
九
名
の
う
ち
、
五
十
八
名
の
参

加
が
あ
り
、
当
協
議
会
で
作
成
し
た
「
町
内
会
活
動

の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
青
葉
区
の
概
要
や
地
域
活

動
に
密
着
し
た
各
種
制
度
に
つ
い
て
、
青
葉
区
の
各

担
当
課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
会
紹
介

　

「 
広  
瀬 

● 

● 
地  
区 
」は
、は
、多
く
の
学
校
の
校
歌
に
も
詠
わ
れ

● 

●

て
い
る「
広
瀬
川
」と
、藩
山
や
サ
イ
カ
チ
沼
な
ど
の
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、当
地
区
の「
愛
子
」は
市

基
本
計
画
に「
本
市
西
部
の
中
心
拠
点
」と
位
置
付
け
ら
れ
、

当
連
合
町
内
会
の
人
口
も
昨
年
か
ら
一
千
人
増
加
し
、一
万

九
千
九
百
人
を
超
え
る
な
ど
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
仙
山
線
愛
子
駅
を
中
心
に
、総
合
支
所
、文
化

セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
、総
合
グ
ラ
ン
ド
や
昨
年
オ
ー
プ
ン
し

た
日
本
最
大
の
水
平
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
る
新
天
文

台
な
ど
公
共
施
設
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

当
連
合
町
内
会
は
、十
五
単
位
町
内
会（
会
員
数
五
千
四

百
世
帯
）で
組
織
し
、①
町
内
会
相
互
の
親
睦
②
地
域
の
活

性
化
③
住
民
福
祉
の
向
上
④
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
な
ど

を
目
的
に
、関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、住
民
の
目
線

に
立
っ
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
事
業
の
一
つ
が
、全
町
内
会
長
が
一
堂
に
会
し
て

協
議
す
る「
定
例
会
」（
毎
月
第
二
木
曜
日
開
催
）で
あ
り
、地

域
の
現
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
な
ど
、情
報
の

共
有
化
を
図
り
、地
域
の
発
展
に
資
す
る
よ
う
そ
の
対
応
策

を
協
議
す
る
な
ど
、目
的
達
成
の
た
め
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
、今
年
度
か
ら「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
モ
デ
ル

事
業
」が「
錦
ケ
丘
地
区
及
び
そ
の
周
辺
地
域
」を
対
象
に
実

施
中
で
あ
り
、「
新
た
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」に
向
け
て
の
第

一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た（
事
業
名
は「
マ
イ
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
錦
ケ
丘
ネ
ッ
ト
」で
す
）。

　

加
え
て
、愛
子
小
学
校

の
四
月
開
校（
広
瀬
小
学

校
か
ら
分
離
）と
同
時
に
、

新
連
合
町
内
会（
当
連
合

町
内
会
か
ら
分
離
）の
発

足
に
向
け
て
の
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
、私
の
初
夢

（
実
は
、毎
年
夢
見
て
い

ま
す
）を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「 
広  
瀬  
区 
」の
誕

● 

● 

●

生
で
す
。 広

瀬
地
区
連
合
町
内
会　

会
長　

畑　
　
　
　

強

町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会

町
内
会
長
研
修
会

　

十
一
月
十
二
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
区
内
の
全
町
内
会
長
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
長
三
百
二
十
六
名
の
参
加
の
下
、
仙
台
市

の
危
機
管
理
体
制
や
、
五
橋
地
区
連
合
町
内
会
の
北

松
会
長
か
ら
取
組
み
事
例
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
、
消
防
局
と
健
康
福
祉
局
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

仙
台
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
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No.123456789
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11

　
12

　
13

　
14

　
15

　
16

　
17

　
18

　
19

　
20

　
21

　
22

　
23

役 
職 
名

会　
　

長

副 

会 

長

副 

会 

長

副 

会 

長

総　
　

務

会　
　

計

会
計
監
事

会
計
監
事

会
計
監
事

氏　
　
　

名

武　

田　

蔦　

夫

大　

友　

洋　

平

畑　
　
　
　
　

強

那　

須　

武　

志

山　

口　

善　

吉

永　

山　

富　

康

庄　

子　
　
　

晟

齋　

藤　

貞　

夫

島　

田　

福　

男

藤　

原　
　
　

直

岩　

�　

一　

夫

太　

田　

廣　

茂

北　

松　

治　

男

七　

井　

英　

雄

海　

老　

一　

朗

高　

橋　

健　

一

碓　

井　

克　

夫

佐　

藤　

保　

四

佐　

竹　

富　

次

井　

上　

養　

朔

小　

林　

正　

直

松　

山　
　
　

正

吉　

見　

宣　

夫

連　

合　

会　

名

桜
ヶ
丘
学
区
連
合
町
内
会

荒
巻
地
区
町
内
会
連
合
会

広
瀬
地
区
連
合
町
内
会

片
平
地
区
連
合
町
内
会

中
山
学
区
連
合
町
内
会

八
幡
地
区
町
内
連
合
会

上
愛
子
学
区
連
合
町
内
会

通
町
地
区
町
内
会
連
合
会

川
平
学
区
連
合
町
内
会

東
一
番
丁
連
合
会

中
央
通
り
連
合
会

東
二
地
区
連
合
町
内
会

五
橋
地
区
連
合
町
内
会

上
杉
地
区
連
合
町
内
会

東
六
地
区
連
合
町
内
会

北
六
地
区
連
合
町
内
会

中
江
地
区
町
内
会
連
合
会

小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会

旭
ヶ
丘
南
部
連
合
町
内
会

旭
ヶ
丘
町
内
会
連
合
会

台
原
地
区
町
内
会
連
合
会

台
原
東
部
連
合
町
内
会

台
原
北
部
連
合
町
内
会

仙
台
市
青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
会
員
名
簿

（
平
成　

年　

月
1
日
現
在
）

２０

１１

　
24

　
25

　
26

　
27

　
28

　
29

　
30

　
31

　
32

　
33

　
34

　
35

　
36

　
　
　
　

庄　

司　
 
　

夫

菅
原
甚
左
衛
門

※

奥

山

藤

七

千　

田　

文　

彦

佐　

　々

木　

宗

千　

葉　

賢　

吾

早　

坂　

晃　

弥

袖　

澤　

勝　

義

千　

坂　

幸　

衛

伊　

藤　

喜　

郎

齋　

藤　

和　

平

庄　

司　

勝　

壽

庄　

司　

俊　

六

北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会

立
町
地
区
町
内
会
連
合
会

木
町
通
学
区
連
合
町
内
会

国
見
地
区
連
合
町
内
会

折
立
地
区
町
内
会
連
合
会

貝
ヶ
森
地
区
連
合
町
内
会

作
並
小
学
区
連
合
町
内
会

川
前
地
区
連
合
町
内
会

大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会

吉
成
学
区
連
合
町
内
会

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会

大
倉
地
域
連
合
町
内
会

落
合
栗
生
連
合
町
内
会

　

平
成
元
年
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、
今
回
で
第
二
十

一
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
や
、
編
集
に
携
わ
れ
た
方
々
に
改
め
て
敬
意
を
表

し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
家
庭
ご
み
の
有

料
化
に
つ
い
て
、
各
町
内
会
長
さ
ん
の
ご
努
力
と
会
員
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
の
予
期
以
上
の
成
果
を
挙
げ
ま
し
た

こ
と
は
、
市
御
当
局
も
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

料
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ご
み
の
減
量
化
は
市
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、

「
杜
の
都
仙
台
」
の
環
境
保
全
の
た
め
に
も
私
た
ち
市
民
一

人
ひ
と
り
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
私
ど
も
編
集
委
員
も
本
紙
が
、
皆
さ
ん
の
期
待
に

沿
う
、
意
義
の
あ
る
区
連
協
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員　

大
友
・
畑
・
那
須
・
山
口
）

編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記

編

集

後

記
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町
内
会
長
バ
ッ
ジ
に
つ
い
て

　

町
内
会
長
が
交
代
し
た
場
合
は
、
事
務
の
引
継

ぎ
に
併
せ
て
町
内
会
長
バ
ッ
ジ
の
引
継
ぎ
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
万
一
、
バ
ッ
ジ
が
な
い
場
合
は
、

区
連
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年　
２０

　

４
・　
　
   　

平
成　

年
度
監
査

１８

１９

　

４
・　
　
   　

役
員
会

２５

　

５
・　
　
   　

総　

会

２０

　

６
・
9　
   　

役
員
会

　

６
・　
　
   　

第
一
回
定
例
会

１６

　

６
・　
　
   　

新
任
町
内
会
長
研
修
会

２３

　

７
・　
　
   　

臨
時
会

２８

　

９
・
5　
   　

役
員
会

　
　

・
9　
   　

第
二
回
定
例
会

10

　
　

・　

〜　
　

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

10

３０

３１

　
　

・　
　
   　

町
内
会
長
研
修
会

１１

１２

　
　

・　
　
   　

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰
式
（
市
主
催
）

１１

１７

　
　

・
2　
   　

町
内
会
会
員
研
修
会

１２

　
　

〃　
　
   　

第
三
回
定
例
会

　
　

・
5　
   　

町
内
会
長
永
年
勤
続
表
彰
式
（
区
主
催
）

１２

　
　

・　
　
   　

区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１２

１９

平
成　

年
２１

　

２
・
5　
   　

区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

３
・　
　
   　

役
員
会

２７ 青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

※
訃　

報　

去
る
十
二
月
一
日
、
木
町
通
学
区
連
合
町
内
会
長

　

の
奥
山
藤
七
様
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

ご
生
前
の
ご
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
心
か
ら

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

再生紙を使用しています

平
成
二
十
年
度

地
域
懇
談
会

　

「
地
域
懇
談
会
」は
地
域
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

地
域
と
行
政
が
話
し
合
う
会
議
で
す
。
平
成
二
十
年

度
は
、
五
橋
、
荒
巻
、
国
見
、
貝
ヶ
森
、
川
平
、
台

原
北
部
、
八
幡
、
桜
ヶ
丘
の
各
連
合
町
内
会
で
開
催

さ
れ
、
生
活
環
境
の
整
備
や
安
全
安
心
の
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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